保健班の活動マニュアル
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○　主な活動内容
A　傷病者の把握
B　緊急搬送の要請
C　有資格者等への協力依頼
D　保健師などとの連携
E　健康維持への取組み

【作成・管理する主な様式】
□　避難所状況報告書
□　避難所生活を過ごされる方々の健康管理に関するガイドライン



	避難所開設準備



□　傷病者を早急に把握し、救護室へ搬送し、共助でできる対応を行う。
　　[救護室の設置場所：保健室　※隔離が必要な場合は、3組の使用を検討する]

□　共助で対応できない場合は、市や医療機関の支援・救援につなぐ。
　　[近隣の医療機関　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　]


	避難所開設



□傷病者の把握
・　けが人・病人など医療ニーズの高い人を早急に把握し、救護室に収容する。
※　特に、酸素吸入や人工透析、特殊な薬を服用している人など

□　緊急搬送の要請
・　医療機関などへの緊急搬送を、情報班を通じて、市災害対策本部に要請する。
・　医療機関の状況を確認のうえ、可能であれば、けが人・病人などを医療機関へ搬送する。(搬送の際は、家族を中心に人手を確保する)

□　有資格者等への協力依頼
・　医師や看護師、歯科医師、そのOB・OG などが、避難者の中にいないか呼びかけ、いれば応急手当等への協力をお願いする。

□　感染症予防
・　手洗いや消毒を励行する。
※　水不足でもバケツ水やタオルの共用は避け、手指消毒液などを使用して対処する。
・　風邪の流行時期にはマスクの使用を奨励する。


	避難所運営



□　班会議を１日１回以上開催し、班員の活動や課題を把握・共有する。

□　避難所の「健康リーダー」として、医療や保健師等の巡回チームとの連絡窓口となる。

□　保健師などとの連携
・　保健師チームの巡回健康相談を、情報班を通じて市災害対策本部に要請する。
・　保健師チームの巡回開始後は、保健班が保健師から健康管理や維持活動の指導を受け、それを避難所内で実践する。
・　保健師チームの巡回開始後は、保健師の指導のもと保健班が、避難所状況報告書の作成について、一部役割を分担する。

□　共助による見守り活動
・　要配慮者支援班とも連携して避難者の健康状態に気を配り、健康的な生活を送れるよう声かけを行う。
・　避難者や地域の被災者の病気悪化のサインや訴え、健康上の問題を把握したら、速やかに巡回の医師や保健師チームに伝える。

□　急病などへの対応
・　感染症の人は、他の避難者とは別室に収容し、必要に応じて医療機関等へ受診・搬送する。

□　避難所外の被災者への対応
・　情報班と連携して、避難所外の被災者にも、医療機関等についての情報提供を行う。

□　健康維持への取組み
・　エコノミークラス症候群の予防のために、避難生活の中に、身の回りの簡単な一斉清掃や換気、朝の体操、散歩などを取り入れる。
・　洗口液を用いた歯磨きなど、口腔ケアを励行する。

□　心のケア
・　心のケアは、専門家による指導を受けながら対応する必要があるため、心のケアチームの派遣を、情報班を通じて市災害対策本部に要請する。

□　自立を妨げない支援
・　「支援する側」・「される側」を固定せず、年齢や性別、障害の有無によらず誰もが何かの役割を果たせる環境づくりに努める。

	【ポイント】災害関連死を減らす環境づくりを行う。
避難生活の長期化によって生活が不活発になり、全身の機能が低下する「生活不活発病」は、以下のような環境が原因といわれている。
・　環境の変化のために動けない
「道路が通れない」「避難所の通路が通りにくい」
・　することがなくなったので動かない
「自宅でやっていた役割がなくなった」「人との付き合いがなくなった」
・　遠慮して動けない
「周りに迷惑」「ボランティアさんが親切」「散歩などできる雰囲気でない」
生活の自立度を低下させない支援や環境づくりを行う。




	避難所解消



□　避難所の円滑な閉鎖に向けて、運営本部の指示のもと、閉鎖準備を行う。
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